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新年のご挨拶 

自立生活センター・小平 

代表 竹島 けい子 
新年あけましておめでとうございます。本年も自立生活センター・小平をどうぞよろしく

お願い申し上げます。 

 

昨年、当センターは２０周年を迎えました。このような節目の年を迎えることができまし

たのもひとえに利用者の皆さま、介助者の皆さま、地域の皆さま、関係する各団体の皆さま

の多大なるご支援、ご協力のお陰と感謝しております。この場をお借りして深く御礼申し上

げます。設立２０周年を記念して２０周年感謝祭、記念文集の発刊などの様々なイベントも

無事に終えることができました。これまでの２０年を振り返り、３０年に向けてさらに精進

して参ります。 

 

昨年は熊本地震で被災した障がい者の支援を継続的に行いました。数名の職員、介助者は

現地に赴き、様々な支援をしました。また、現地に行くことのできない障がい者が中心とな

り募金活動を行いました。ご協力いただきました皆さま、ありがとうございました。いつど

こで震災が起こり、誰が被災者となってもおかしくありません。このようなときこそ、お互

いに協力して乗り越えられたらと思います。当センターではこれからも支援を続けて参りま

す。 

そして、１０月には新しい障がい者職員が 1 名加わりました。パソコンにあかるい職員な

のでホームページなども充実させていけそうです。これからお楽しみに。 

 

 さて、今年は４月に事務所の移転を計画しております。あわせて新規事業をスタートしよ

うと準備を進めている最中です。障がい者が地域で自分らしく暮らすための選択肢の一つと

なるような場を提供できればと考えています。 

 

政策面では、昨年４月に障害者差別解消法が施行されました。当センターでも、施行を祝

うパレードに参加しこの法律をアピールしました。これらの動きはこれまでの私たちの運動

の成果であると思っております。しかし一方では、障がい者差別による事件が起きているこ

とも事実ですのでこれからもより一層、運動に力を入れていかなければなりません。 

 

自立生活センター・小平は今後も変わらず、地域で暮らす障がい者の安定した生活のため

に、また自分らしい自己実現ができるように、力を注いで参りたいと思います。 

関係する皆さま方、どうか本年も益々のご支援ご協力をいただきますよう、宜しくお願い

申し上げます。 
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ピアカン集中講座を終えて  

大渕 由理子 

 去る 10 月 6 日７日８日と 2 泊 3 日で東京都障害者スポーツセンター（国

立）で行いました。  

 当センターで開催するのは今年で１５回となり新しい試みで男性のリーダー

でやろうということになりました。  

 講師で自立生活センターエコーの代表の児玉さんを招きました。私はオーガ

ナイザーとサブリーダーとして部分部分で話しをしました。  

 受講生は 3 名でピアカンの目標、約束事を話した後、歴史や人間の本質、感

情の開放などピアカンのさわりを話しました。  

 各コマの間で普段話せない悩みなどをテーマでセッションをしました。  

 2 日目に夕食をかねて交流会を行いました。部屋は同じ部屋が取れなかった

為別の建物で、国立福祉会館へ移動しました。雨が多少降っていて移動が大変で

周りは暗かったし (^_^;) 

 みんなが集合してお弁当とお菓子を食べながらお喋りをし、ゲームをやりま

した。内容は伝言ゲームと連想ゲームで、2 チームに分かれ対抗戦で盛り上がり

ました。あっという間に時間も経ち、最後は受講生とリーダー達で記念撮影をし

て終了しました。  

 次の日は最終日で半日でした。内容は自立生活プログラムについて話しまし

た。ピアカンが精神的サポートだとしたら、自立生活プログラムは自立生活をす

る上でのサポートです。  

受講生の中で今、生活をしていて困っていることや悩んでいることを言って

もらい、その中から一人選びみんなの前でリーダーがカウンセラー役で受講生

がクライエント役でセッションをしました。  

それが終わり、３日間の質疑

応答をして、時間は押してしま

いましたが無事終わることが

出来ました。  

今回の集中講座は外部の講

師を招いて行いましたが、感想

としていつも私達がやってい

る流れではなく、型にはめなく

てもいろんなやりかたがある

んだと感じ、こういうやり方を

取り入れていきたいと思いま

した。  
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並木祭報告 

淺川 都 

 １０月２２日土曜日、所沢の国立障害者リハビリテーションセンター（国リ

ハ）で行われた並木祭にて、重度障がい者の一人暮らしを紹介する展示ブース

に参加してきました。  

 並木祭とは国リハで毎年行われる秋のイベントで、国リハでリハビリや自立

訓練、職業訓練をしている障がい者や職員、学生さんや研究機関など内部で活

動する方々と外部で活動している人、地域の方々が参加しています。  

 活動内容の紹介や作品の展示、販売、模擬店でのカレーやうどん、焼き鳥か

ら、地元所沢の名物焼き団子屋さん、採れたての野菜の販売もあり朝から多く

の人で賑わっていました。  

 

 小平からは、重度の障がいがあったと

しても地域で一人暮らしをすることがで

きると言う事を知ってもらいたいと、福

祉機器、ベッド、リフト、シャワーチェ

アを使い、介助者の手を借りれば生活で

きるということを伝えました。  

自立や一人暮らしといっても、必要な

情報やノウハウをどこで得ることができ

るのか、何から始めたらいいのかがわか

り難いので、具体的にわかりやすくまと

めた資料を作って、見に来ていただいた

方にお渡しをして伝えました。  

 また、利用者さんにも協力してもら

い、ご自宅のリフトを使った移乗やリ

フトとシャワーチェアを使った入浴方

法をビデオ撮影し会場で流しました。  

ビデオでは、インタビュー形式で自

立の経緯や今の生活を語っていただ

き、これから自立を目指す方への熱い

メッセージを伝えてもらいました。  

 会場には、病院関係者、自立訓練の

当事者、障がい者のご家族など多くの

方が一人暮らしについて関心をもって

くれたように思います。初の試みで、
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わからないことも多く不安な気持ちもありましたが、やってよかったと思って

います。  

 時間のない中、準備に協力してくれた職

員、当日会場まで足を運んでくれた職員、

みんなの協力で手応えの感じられる結果に

終わることができました。  

 経験してみて、反省点もたくさんあるの

で、次回に向けて活かしてより良いものに

して、ぜひ、来年も参加したいと思いま

す。  

 みなさま、ありがとうございました。  

 

 

「骨格提言」の完全実現を求める     

10.27 大フォーラム報告 

澤田 佳士 

こんにちは。当事者スタッフの澤田です。  

先日、10 月 27 日 (木 )に大フォーラムに参加してきました。CIL 小平で働く

ようになって初めての参加です。  

私は中途障害で、まず障がい者のこういった運動があるということ、元から

運動とはかけ離れた人生を送ってきたというのもあって、今回のフォーラムへ

の参加はとても新鮮なものでした。  

運動というとなにか宗教っぽい、胡散臭いという印象を持っていて誰かがや

っているのだろうと他人事のように思っており、今までは関わりを持とうとも

していませんでした。  

当日は天気も良く、満席とはいきませんでしたが、多くの当事者や当事者関

係者、政治家の方が参加をしていました。  よくテレビで見る有名な政治家の方

も来ていて少し驚きました。  

 

今回のテーマは『優生思想に断固反対し、ヘイトクライム (差別・暴力 )を許

さない「骨格提言」の完全実現を求める』。主に昨年に起きた『相模原事件』

についてお話されている方が多かったです。  

テーマにもあるように講演の中では優生思想という言葉が多くでました。  

私は今回、『優生思想』という言葉を初めて聞いたので、しっかりとした意

味がわからないまま講演を聞いていましたが、後日調べてどういう意味かを知

りました。  
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そして、いかに今まで自分が優生思想に近い考え方をしていたのだろうと思

いました。  

 

『出生前診断』『尊厳死』についてもお話されていました。  

講演を聞く前は、『出生前診断』『安楽死』についてテレビ番組で取り上げ

られていて知ってはいるくらいのもので、別にあっても良いのではないか、便

利な世の中になったのだなというくらいで、それに対して否定的な疑問、関心

さえも持っていませんでした。  

 

たしかに産まれてくる子供に障害があったら、良いと思う方は多くはないで

しょう。健康に産まれてきてほしい願うことは普通のことだと思います。  

また、本当に病気などで苦しんで、死を望んでしまう場合もあるでしょう。  

 

私自身も心の中では、将来子供を持つなら健康であってほしいと思っている

部分がありましたし、障害受傷当初の精神状態で、『尊厳死』という選択肢が

あったら選んでいたかもしれません。  

しかし、講演を聞いてそういった『出生前診断』『尊厳死』も優生思想に当

てはまってしまうということを知りました。  

 

『出生前診断』『尊厳死』を良いとしてしまうと今の障害を持った自分の存

在を否定することに繋がってしまうのではないかと思ってしまいました。『出

生前診断』『尊厳死』は必要ないと言い切れるほどまではまだ思えませんが、

それに対して非常にモヤモヤとした気持ちを持つようになりました。  

少なくとも 90%良い技術の進歩だと思っていた自分が 60%ほど否定の方に

動くほどの疑問を持つようになりました。  

 

「障害は個性だ」と言うことがありますが、そう捉える本当の意味は今まで

よくわかりませんし、今も 100％理解したとは言えません。  

しかし、今回の講演を聞いて障害を個性と思う前向きな視点を持てるような

世の中にならないと、相模原のような事件は減ってはいかないのだろうという

ようにも思いました。  

 

私のようにこういったことに関心を持っていない方はとても多いと思いま

す。  

しかし、私のように関心がなかった方で、少しでも疑問を持つようになる方

が増えれば、こういった運動をする価値がありますし、議論する場も増えて障

害に対しての考え方も前向きな方向に進んでいくのではないかと思います。  

障害の有無関係なく、こういった活動への参加者が増えていくと良いかと思

いますし、今回参加することで考えることができて良かったです。   
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 涼子の交通アクセス こんなんでいいん会 

山嵜 涼子 

 あっという間に一年が終わってしまいました。早いものですね。  

 私は今年 48 歳。若きころ自分の身に起きている苦労の意味について『なんで

私だけこんな環境なのか？』と何かを憎んでいた時代があった。憎んで、苦しん

で、泣いてそして自ら命を絶とうと考えたこともあった。それが一番楽になる方

法だとおもったからだ。でもその一歩は踏み出せなかった。  

 

 だから生きるしかなかった。でも苦しかったから気を紛らわすのに声が枯れ

るまで泣き、クタクタになるまで何時間でも走り続けるという方法が身に付い

た。ある日とうとうクタクタになって動けなくなったことがあった。そしてその

時ひらめいたことがある。  

「なぜこんな苦労をするのか 40 歳を過ぎれば意味がわかるかもしれない」

と。  

それから生き続けた。だから何度も問題に直面した。その時は決まってあのと

きのひらめきを思い出す。40 歳を過ぎれば必ず・・・  

 

 ようやく 7 年前に 40 歳になった。それで？7 年経て苦労の意味はわかった

のか？  

 答えは・・・。判らない。でも少しだけ判ったことがある。それは「素直では

なかった」ことだ。振り返えってみると私を助けようと手を貸してくれると声を

掛けてくれた人が何人もいた。それを私はことごとく断っていた。手を借りるこ

とは甘えであると思っていたのかもしれない。素直に借りていたらもっと楽に

生きられたことを沢山思い出した。だから今おもう。48 歳なんてまだまだアマ

ちゃんだ。ってね。  

 

 まだまだ生きてみないと判らないその答えは本当に『素直』に生きることなの

だろうか。だとしたら私にはとても難しい課題である。  

『楽に生きるために素直になる』という問題の答えを出すために今年も生きる。

来年も再来年も・・・。自立生活センター・小平の仲間に付き合ってもらい、共

に白髪になっても答はかならず出すことにしようと。お願いね。答えが出るまで

傍にいてね皆。＾ .＾  

 

さて、本題。  

昨年は通勤時間だけで色んな人間模様をみることができた。ホームや車両の中

の音を意識しているとこれまで気づかなかったことに出会う。  

満員電車内の混雑でも車いす使用の私に荷物が当たっていないか気に掛けて

くれる人。後ろから押されて私にかぶさってしまう人。そんなときでも『大丈夫
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でしたか?』と声を掛けてくれる人もいる。私も『ラッシュですからお気遣いな

く』と必ず返すようにしている。なんといっても言葉を交わすことが一番だとお

もう瞬間である。  

 

 さて、2016 年鉄道車両内で一番忘れられ

ないできごと。それはマタニティマークのこ

と。知っていますか？マタニティマーク。  

 妊婦さんが身につけていますね。何故か？

理由は簡単です。公共交通機関等で周りの人

が妊婦さんへの配慮を示しやすくするもので

す。  

 

 妊娠初期は体調優れないことも多くありま

す。またお腹も出ていないため周囲の人が気

づいてあげにくいのです。突然体調が悪くなっても直ぐに座ったり横になった

りするだけで回復することも多くあるので、その際に周囲の人が妊娠している

ことがわかると対応がしやすいということです。  

 

 私も経験がありますが、妊娠初期が辛かった。歩く、立っているということが

その時は何でもなくても、急に気分が優れなくなることがあった。ちょっとだけ

座ったり寝転がったりすることで回復することもある。  

 

 このマークを手提げにつけた妊婦さんが夕方のラッシュに乗車してきた。私

の横の座席前に来た。そこで目の前に座っていた私くらいの女性が『お座りにな

りませんか？』と声を掛けた。自然な会話だ。妊婦さんの応えは『２つ目で降り

ますから大丈夫です』だ。そこで『何があるかわからないから座ってみたらいか

が？』と。次に『それではお言葉に甘えて。ありがとうございます。』  

ここまでは本当に良くある会話だった。それが・・・  

 

 席を譲った隣のまた私くらいの女性が『嫌味ですか？』と何か怒って言ってい

る？と顔をみたら確かに顔も怒っていた。何故に？  

 その一言で周囲は空気が変わってしまった。何で？何に怒ったの？という風

に。その女性は結局プリプリと席を立って別の車両へ移動した。妊婦さんはその

女性に謝った『すみません』と。何で謝る？とおもっちゃった私。  

 また別の人が『貴方が謝る必要はないですよ。』と。良かった。その一言で妊

婦さんの涙目が少しホッとした表情に変わった。私もホッとした。だってあれ以

上訳のわからないことを言い続けたら今度は私が何か一言いってしまいそうで。

その場合たいていひどくもめる。  

 と、これが 2016 年の電車内の最強の出来事だった。  
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 軽いのは沢山ある。ホームで会社員風の男性が一人で電車に怒って電車を蹴

飛ばしている。周りの誰も止められない。でもこれだけは判る。『電車には勝て

ないでしょう・・』  

 

マークについて話していましたね。戻ります。  

マタニティマークの他に東京都で始めたヘルプマーク。こ

れは義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病の

方、または妊娠初期の方など、外見から分からなくても援助

や配慮を必要としている方々が、周囲の方に配慮を必要とし

ていることを知らせることで、援助を得やすくなるよう、作

成したマークです。  

 

現在はマークが増えました。増えたことで支援を必要としている人が楽にな

るという良い結果がでているのならそれに越したことはない。  

 ではなぜ先に述べたようなことが発生するのか？  

 要は座席を必要としている人が優先席にも座ることができないということが

発生しているために考えられたことだった。しかし現在は本来の目的とは違う。 

攻撃の対象になっているようにおもう。攻撃というのはいささか大げさかもし

れないが私が言わせてもらうのなら攻撃という言葉になる。目の当たりにして

いるから。  

 それでもマークが増えることに、優先を設けることに本来は反対したい。  

そんなことしないでも必要と思えるような人に出会ったら一声掛けたら良いこ

とだ。だが現在はそれができないからマークが必要なんだと思うことにしてい

る。  

 

 2016 年の何かの会議でこういう意見も何回か聞いた。『聴覚障害者の人も耳

のマークとか作って私は聴覚障害者ですと示してくれたら支援がしやすいで

す。』と。？自分がどんな人かマークを付ける時代になるわけ？  

 大反対である。大いに大反対。  

 こんな時代にしてはいけないと皆が思って欲しい。そしてマークに頼らず行

動を起こせる 2017 年にしようよ。  

 

 他人に一声掛けることは勇気がいるかもしれない。『もし断られたら？』それ

も良いじゃない。支援が必要なくてよかった！とこう思うのはどうだろう。  

今年もまた１年、満員電車に揺られて車内のあれこれを体験する。これも私の

役割のような気がしてきた。  

 という訳で皆様良い１年になりますよう心よりお祈り申し上げます。  
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阿保  弘平  

 みなさん、こんにちは～  

 今回は予告どおりに作業所時代のことを書かせていただ

きます。  

 作業所では、鉢花の販売や陶器作成をやっていました (と

いっても、私の担当は鉢花でほぼ陶器は作りませんでした ) 

そうそう、何年目かだかに作業所が学芸大に陶器製品の委託

販売をさせてもらっていて、そのつながりで明治学院大学の

生徒さんが、うちの大学でも陶器や小物を委託販売してほし

いって話しをもらいました。それで、なぜか私が委託販売に

関する連絡係になり、女子大生とやり取りさせていただきました ww 

 それから、１、２度明治学院大学にも訪問させていただきました。まわりは当

時の私と同年代の人ばっかで新鮮でした。今の私がおじさんってわけじゃない

からね＾＾：：  

 これまたいつだかで、私が悪いのですが、炎天下の下ずっと半ズボンでいたら、

ひざが日焼けを通り越してやけどレベルになってたとかで、お風呂に入るのも

地獄の修行でした。(これは2,3年あとがのこりました。日焼け直後は叫ぶレベル

で痛かったです ) 

 もうひとつエピソードで、土砂降りの中カッパはトーキングエイドが打てな

くなるから着なくてテントの下でこごえてたとかも。とっぷうが吹きつける防

波堤の広場で販売したときは、高所恐怖症なのに小高いとこに道があり、そこを

通らないと販売スペースにいけなくて仕方なくその道を通ってたら、とちゅう

で恐怖症のスイッチが入って、死ぬかと思いました。(いや、死んだと思った )(今

生きてるからなんとか通りきったはずなんだけど、まじに記憶がない ww) 

 さらに、駅で姉となぜか帰ったとき、ホームの屋根を支えているはしらに電動

車いすの片方のタイヤで乗り上げて、頭から線路に落ちかけたり、作業所の代表

から私の親と三者面談をしたいといわれ、ちかく?のファミレスに呼ばれて、代

表は車なのに、私は徒歩で行きました。その道は歩道に街路樹やきょくたんに狭

いとこばっかで車道で行きましたが、私の後ろから車がバンバン通り越してき

て、今ひかれる、次ひかれる、そんな感じで九死に一生をなんどもけいけんして、

なんとかたどりついた。 (よほど、大切なはなしかと思ったら、ちがって世間ば

なしでしたー：：私が死んでたら、どうすんじゃい＠＠ ) 

 書いてたらまだまだエピソードがありそうで今回だけで作業所のことは書き

きろうと思っていたけれど、次回も作業所のことパート②を書くかも。  
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はじめまして。昨年の１０月から当事者スタッフ

として働くことになりました澤田佳士（サワダケ

イト）と申します。出身は横浜、育ちは東京都の

昭島。昭和６３年５月生まれの２８歳で、野球で

いうハンカチ世代です。現在は昭島市の実家に住

んでいて、そこから通勤しています。障害は頸髄

損傷の中途障害者で、今年の１２月で受傷６年目

です。  

 性格は、自分で言うのもなんですが、根が真面目

というか、頭が固く、色々気にしやすいタイプの人

間だと思います。最初は人見知りなのか、猫をかぶ

っているのか、あまり自分のキャラを出せていない

ことが多く、馴染むまでに時間がかかる晩成型です。しかし、本性は話すこと、

下品なこと、女性が好きな普通の男の子ですので、みなさん気軽にお声を掛けく

ださい。目標とする人間像は、外見は山田孝之、内面は三村マサカズです。  

 

高校まで野球を１０年、大学は体育大学に通って体操を部活でやっていたほ

どスポーツがやるのも観るのも好きです。大学でやっていた体操はオリンピッ

クの鉄棒などをやる体操と違い、男女合わせて８０名近い部員全員で、音楽に合

わせてバク転などの床運動や組体操を織り交ぜた演技を発表する、新体操に近

い部活に入っていました。  

大学４年生のその部活の練習中の技の失敗で首の骨を脱臼してしまい、それ

がきっかけで頸髄損傷という障害を負ってしまいました。今、昔の映像や、後輩

の発表会を観るとよくあんな危ないことをやっていたなと思うことがあり、観

るたびにヒヤヒヤしています。  

 

CIL 小平との出会いは、約３年前、私が静岡県にある伊東重度障がい者センタ

ーにリハビリで入所していた際に、淺川さんが講演にいらっしゃってお話を聞

いたことがきっかけです。当時はあまり興味がなくそんな団体があるんだくら

いにしか思っておらず、センターを退所してからは約２年間在宅で Web 関連の

仕事をしていました。元々、学生時代は体育の教員免許を取ったり、アパレル関

係に就職予定だったり、なにか外に出て人との関わりを持つ仕事がしたいと思

っていたところがありました。そういった自分の気持ちや、自分と同じような障

害を持った方々の支援に興味があったことから転職を考え、有り難いことに採

用していただき、今に至ります。  

 

澤田 佳士 
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趣味はツインバスケットボール、競馬、たまにボッチャ。あとは麻雀、将棋、

パチンコなどなど。多趣味というよりは興味あることを広く浅く手を出してし

まっています。  

ゲームやドラマの録り溜めを観て、毎クール批評するなどのインドアも好き

ですが、週末は割りと出ていることが多いかもしれません。  

お酒はほぼ下戸と言っていいくらい昔から弱いですが、飲み会の場は好きな

のでお誘いいただければ喜んでついていきますので、お声掛けいただければ嬉

しいです。カラオケも好きなのでいつかみなさんとご一緒できたら良いですね。 

 

まだまだわからないことも多く、自分に今後なにができるかどうかもわかり

ません。みなさんにご迷惑おかけすることも多いと思いますが、CIL 小平の一員

としてなにか貢献できるよう精進していきたいと思っていますので、今後とも

よろしくお願いいたします。  
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 みなさんこんにちは、初めまして？武田綾子

といいます！３年半ほど前からヘルパーを始

め、２０１６年５月から職員やらせてもらって

います。新潟県長岡市出身の２２歳です。大学

進学のために重い腰を上げて東京へやってきま

した。猫 2 匹と暮らしていまして、毎日生傷が

絶えません。最近は東方神起と岡村靖幸を良く

聴きます。内緒ですが、逆上がりができません

（本当に内緒ですよ）。好きな言葉は義理と人

情、嫌いな食べ物は白胡麻、蛇行運転人生まっ

ただ中です。  

 

 職員になってから、色んな利用者さんやヘルパーさんと関わる機会が増えま

した。自分が人からどう見られているのか・・・よく考えるようになりまし

た。  

 

 私は初対面の方に与える印象があまりよろしくない（反省しています）ので

すが、だいたい「こわそう」とか「ドライ」とか「友達には絶対なれない」と

か・・・実際は正反対であることをここで強く主張しておきたいと思います。

後ろから肩をバーンとしてオハヨッとされればコロッとなつきますので（自分

からはできませんが）、ぜひお願いしたいところです。でも最近は印象を改善

しようと、ニコッとする意識をしています。効果があるでしょうか・・・ニコ

ッ。  

 

 男勝りに見られる事が多い私ですが、好きな物はハイヒールと水着とコス

メ。LINE スタンプはサンリオシリーズを多用します（シナモンちゃんかわい

いです）。ディズニーランドに年１０回は行きます。ドン引きするほど女の子

らしい物と事が大好きです。私の様々なコレクションを皆さんにお披露目でき

ないのは悔しいですが・・・ただこれらの物に対する収集癖においては、また

男性的な部分が見られるとも言えますね。  

 

 他者から見た自分と、自分しか知らない自分・・・そのギャップに悩む事っ

てありますよね。というか私はよくあります。でもここで働いていると、私が

どれだけ滅茶苦茶をやっていても、皆どんな私も受け入れてくれる、皆先入観

なくその都度私を見定めてくれる・・・そんな気がするのです。それに甘えて

ばかりもいられませんが、私もそんな人でありたいとつくづく思います。  

武田 綾子 
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はお古な職員から真ん中どころの職員の方々の自己紹介や、今思っている

ことなどいろんなことを紹介していくコーナーです！ 

 

 

 みなさま、お久しぶりです！ニューフ

ェイスぶりの登場になります。コーディ

ネーターの根本です。  

 20 歳で働き始めて早 12 年…32 歳に

なりました。30 代の記念に心境の変化な

ど書きたいと思います。  

 まず、小林真央さん。いや～年が近い

こともありかなりの影響を受けました ! !

保険に加入し、がん検診に出かけ、うわ

さのブログを見る。「余命数ヶ月の花嫁」

の時にはなかった感情や行動です。1 人の人間を動かすって、環境だったりタイ

ミングだったり金銭的余裕であったり、なかなか難しいものがありますよね。私

も小林さんのニュースがなければ、市の乳がん健診が受けられる 40 歳まで、受

けることは無かったと思います。今回のタイミングで健診を受けて、自分の身体

の状況を知ることができて結果的に安心しました。みなさんも、恐らくビビッと

くるタイミングが来ると思います。後悔のないように行けるときに行きましょ

う ! !  

 続きまして記憶。もともと記憶がはっきりとしているわけではありませんで

したが、それにしても最近の私は病気を疑いたくなるくらい酷いものがありま

す。旅行に行っても、今年だったのか去年だったのか、寒い時期だったのか暑か

ったのか。1 年の終わりに振り返ることもままならなかったので、今年から短い

文ではありますが日記をつけることにしました。1 日 1 日を振り返るきっかけ

にもなるので面白いです。イラッとしたことも、1 日の終わりに振り返ると、何

でこんな小さいことに…と思えたりします。私と話をして、これ前にも言ったの

になー、と思うこともあると思います。開き直るつもりはありません ! !できる努

力はしていきたいと思っておりますので、広い心で受け止めていただければと

思います。あまりに続く場合は怒ってくださいね ! !  

 ま、簡単に言うと年をとったってことですね (笑 )年をとることってネガティブ

なことが多いイメージでしたが、実際とってみると割りと楽しいものです。でき

ないことを自分で認めて助けてもらう。人に甘えるって素敵です。みなさんも頑

張りすぎずに人に甘えて、少し楽をして生きていきましょう！  

  

コーディネーター 根本 真由子 
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今月号には載って

ないよ！ 

（たぶん。。。） 
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《 活 動 報 告 》 
2016 年 10 月  

2 日 ( 日 ) そうか光生園訪問（淺川、大渕） 

3 日 ( 月 ) ピアカジュアル 

4 日 ( 火 ) JAICA リーダー養成講師研修（山嵜） 

5 日 ( 水 ) 障害者センターピアカン 

6 日 ( 木 ) GM会議／小平市高次脳機能障害支援担当者連絡会（瀧澤）／～8日（土）ピアカウン

セリング集中講座 

7 日 ( 金 ) 職員会議／熊本支援報告会／報告検討会議 

9 日 ( 日 ) 全国脊髄損傷者連合会会議（淺川） 

11 日 ( 火 ) マネージャー会議／個別 ILP（淺川）／ピアルーム／ピアカジュアル会議 

12 日 ( 水 ) 自薦ヘルパー推進協会講師会議（竹島）／マネージャー会議 

13 日 ( 木 ) ピアカン ILP会議／GM会議／赤い羽根共同募金活動 

14 日 ( 金 ) 報告検討会議 

15 日 ( 土 ) 個別 ILP（淺川） 

17 日 ( 月 ) 個別 ILP（淺川） 

18 日 ( 火 ) ～19日（水）ILP リーダー養成集中講座／マネージャー会議／個別 ILP（小泉、淺川） 

20 日 ( 木 ) ピアカン ILP会議／GM会議／ピアカジュアル打合せ 

21 日 ( 金 ) 赤い羽根共同募金活動／～22日（土）国立障害者リハビリテーションセンター並木祭 

22 日 ( 土 ) ～23日（日）障害平等研修（山嵜） 

24 日 ( 月 ) DPI日本会議バリアフリー部会（山嵜） 

25 日 ( 火 ) 利用者交流会／マネージャー会議 

26 日 ( 水 ) CILふちゅう来訪 

27 日 ( 木 ) 「骨格提言」の完全実現を求める大フォーラム／GM会議 

28 日 ( 金 ) 研修会議／報告検討会議 

29 日 ( 土 ) 交通サポートマネージャー研修打合せ（山嵜） 

30 日 ( 日 ) 障害平等研修（山嵜） 

31 日 ( 月 ) 東京都自立生活センター協議会会議（竹島）／～11月 1日（火）交通サポートマネー

ジャー研修（山嵜） 

2016 年 11 月  

1 日 ( 火 ) マネージャー会議 

2 日 ( 水 ) 障害者センターピアカン 

4 日 ( 金 ) 職員会議／熊本地震被災者支援募金活動／障害平等研修打合せ（山嵜） 

5 日 ( 土 ) 全国脊髄損傷者連合会ピアサポート現任研修（淺川） 

7 日 ( 月 ) 個別 ILP（小泉）／日本福祉のまちづくり学会（山嵜） 

8 日 ( 火 ) ILP リーダー養成集中講座／マネージャー会議／ピアルーム 

10 日 ( 木 ) 自薦ヘルパー推進協会事務局会議（竹島）／GM会議／ILP リーダー養成集中講座／

ピアカン ILP会議／内閣官房心のバリアフリー分科会（山嵜） 

11 日 ( 金 ) 報告検討会議／障がい者権利条約講演会（澤田） 

2015 年度忘年会にて、ウク

レレを演奏する筆者（右端） 
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12 日 ( 土 ) 全国脊髄損傷者連合会（淺川） 

13 日 ( 日 ) 障害平等研修（山嵜） 

14 日 ( 月 ) CILふちゅう ILP（淺川）／個別 ILP（阿保）／ピアカジュアル会議 

15 日 ( 火 ) 利用者会議／マネージャー会議／CILふちゅう ILP（小泉）／個別 ILP（淺川） 

16 日 ( 水 ) 個別 ILP（淺川） 

17 日 ( 木 ) 自薦ヘルパー推進協会講師会議（竹島）／個別 ILP（淺川）／CILふちゅう ILP(淺川） 

18 日 ( 金 ) ピアカン ILP会議／熊本地震被災者支援募金活動 

19 日 ( 土 ) 小平市自立支援協議会当事者部会（瀧澤） 

20 日 ( 日 ) 障害平等研修チューター養成講座（山嵜） 

22 日 ( 火 ) 全国障害者介護保障協議会常任委員会電話会議（竹島）／マネージャー会議／医療

情報会議／ピアカジュアル 

24 日 ( 木 ) ピアカン ILP会議 

25 日 ( 金 ) 報告検討会議／GM会議 

28 日 ( 月 ) ～30日（水）自薦ヘルパー推進協会小倉研修（竹島）／障害平等研修（山嵜）／～29

日（火）STEPえどがわピアカウンセリング集中講座（阿保） 

29 日 ( 火 ) 利用者交流会／マネージャー会議 

2016 年 12 月  

1 日 ( 木 ) チームリーダー会議／ピアカン ILP会議 

2 日 ( 金 ) 職員会議／研修会議 

5 日 ( 月 ) 自薦ヘルパー推進協会事務局会議／ピアカジュアル 

6 日 ( 火 ) 熊本支援報告会／マネージャー会議 

8 日 ( 木 ) チームリーダー会議／ピアカン ILP会議／GM会議／個別 ILP（澤田） 

9 日 ( 金 ) 報告検討会議 

13 日 ( 火 ) 全国障害者介護保障協議会常任委員会電話会議（竹島）／個別 ILP（竹島)／マネー

ジャー会議／ピアルーム 

14 日 ( 水 ) 小平特別支援学校連絡協議会（小泉） 

15 日 ( 木 ) 自薦ヘルパー推進協会講師会議（竹島）／ピアカン ILP会議／GM会議／利用者会

議 

16 日 ( 金 ) 忘年会／赤い羽根共同募金表彰式（大渕） 

18 日 ( 日 ) 全国脊髄損傷者連合会会議（淺川、山嵜） 

19 日 ( 月 ) ～21日（水）全国自立生活センター協議会全国セミナー（淺川） 

20 日 ( 火 ) 単発 ILP クリスマス会／マネージャー会議／内閣官房心のバリアフリー分科会（山嵜） 

21 日 ( 水 ) 報告検討会議／小平市障害者団体連絡会（瀧澤） 

22 日 ( 木 ) CILふちゅう訪問（竹島）／ピアカン ILP会議／GM会議／内閣官房心のバリアフリー

分科会（山嵜） 

24 日 ( 土 ) 障害平等研修委員会（山嵜） 

26 日 ( 月 ) 自薦ヘルパー推進協会事務局会議（竹島）／障害者センターピアカン／DPI日本会議

バリアフリー部会（山嵜） 

27 日 ( 火 ) 研修会議／マネージャー会議／ピアカン ILP会議 

28 日 ( 水 ) 大掃除 
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みなさんこんにちは。早いもので 2017 年も 1 か月が過ぎました。この冬はインフル

エンザやウイルス性胃腸炎などが大流行しています。今現在でも周りに 2～3 人かかって

いる方がいます。まだまだ油断は出来ないので、手洗い、うがいなどはこまめにしたいも

のですね。 

さて、今年はどんな年になるのでしょうか。自分は体力増強と体作りに励みたいと思い

ます。みなさんにとって健康で良い年になりますように・・・。 

 

（編集長  小泉）  

 

この人誰でしょうの答え → 小泉さんでした！編集長！ 

 

■自立生活センター・小平  地図  
  ←至　小平 至　新宿→

マンション

※パラシオ 1Ｆ

南口ロータリー

花小金井駅

←セブンイレブン

←居酒屋

←　小平 武蔵境　→遊歩道

小
金
井
街
道

優
歯
科

編 集 後 記  
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各サービスを利用される方には、協力会費を頂いております。  

入会ご希望の方は、下記までお問い合わせください。  

会費：年額 4,200 円 (年度途中から入会の場合月額 350 円 ) 

 

《編集》自立生活センター･小平         《発行所》  

〒 187-0003 東京都小平市花小金井南町      障害者団体定期刊行物協会  

    １－２６－３０  パラシオ 102    東京都世田谷区砧 6-26-21 

TEL/042-467-7235 FAX/042-467-7335          （定価  100 円）  

Ｅ－ＭＡＩＬ： cilkodaira3＠ hotmail.com 

 

近隣の 8 市区にまたがって身体障害者、知的障害者、精神障害者にサービス

を提供しています。（初めてサービスを利用する場合は、利用規約等につい

て事前に説明する場を設けさせていただきます。）  

   

 一般の方  医療的ケアの必要な方  

平日日勤（ 7 時～ 23 時） ￥１，６５０  ￥１，８８０  

土日日勤（ 7 時～ 23 時） ￥１，７００  ￥１，９４０  

夜   勤（ 23 時～ 7 時） ￥１，７００  ￥１，９４０  

 

  ・ＩＬＰ、ピア・カウンセリング利用  ご相談ください。  

  ・総合支援法によるヘルパー利用    ご相談ください。  

 

◇  介助制度、手当、住宅改造、生活保護などの制度利用の申請のサポートな

らびに生活に関わるあらゆる相談をお受けします。  

・  電話相談：３６５日、９時～２２時  

・  面接相談：月～金、１０時～１７時  

◇  ピア・カウンセリング（集中講座、個別）  

◇  自立生活プログラム（生活力、社会性を高めるプログラム）  

  長期プログラム、短期プログラム、個別プログラム、単発プログラム  

 プログラムテーマ例…障害って何？・介護を頼もう（介護者との関係）・

制度学習・フィールドトリップ・お金の管理・調理実習    …など  

◇  宿泊体験－民間のアパート（自立生活体験室）に泊まって、自立生活を体

験するプログラムです。  

◇  自立生活をめざすための住宅サービス（アパート等の住居の確保）  

◇広報誌の発行（制度や自立生活のノウハウに関する情報提供、情報交換）  

２４時間・３６５日介助派遣

サービス 

障害者生活支援事業

サービス 


